
マイクロチューバの可能性

マイクロチューバとは

ジャガイモのえき芽から形成される小型のイモ。

目的
日本のジャガイモ生産量は世界と比べて少ない。
より簡単に栽培ができるようにしたいと考えた。

方法
培養瓶の中でできたマ
イクロチューバを栽培
し収穫した。

考察
実験をした結果、少し甘みは出るがマイクロチューバでも普通

のジャガイモが栽培できることが分かった。

結果
一株平均収量は800グラム程度で、
大きさは普通のジャガイモと変わら
なかったが、味が少し甘かった。

表面が凸凹していた。
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